
【令和７年】東広島市の主な出来事

№ 月 概要(タイトル) 内容 担当部局

1 １月
庁用スマートフォンの個
人配備

スマートフォンを活用した更なる業務の効率
化・市民サービスの向上を目的として、庁用ス
マートフォンを１人１台となる様に個人配備を
した。

総務部

2 ３月
東広島市高屋情報ラウン
ジ「あったかや」開館

ＪＲ西高屋駅２階南北自由通路に併設して「高
屋図書館」と地域交流拠点が一体となった複合
施設「高屋情報ラウンジ『あったかや』」が開
館した。

生涯学習部

3 ３月
西高屋駅南北自由通路及
び橋上駅舎完成

西高屋駅南北自由通路及び橋上駅舎が完成し、
３月２１日から供用開始した。

都市交通部

4 ３月
第五次東広島市総合計画
後期基本計画の策定

東広島市の最上位計画である「第五次東広島市
総合計画」において、令和７年度から始まる後
期期間における現状及び課題を踏まえ、施策の
方向性並びに主な取組を総合的に整理した「第
五次東広島市総合計画　後期基本計画」を策定
した。

総務部

5 ５月
東広島市史先行編（酒
編・教育編）を刊行

市制施行５０周年の節目に、本市の近現代史の
特色である「酒」と「西条独創教育」をテーマ
に市史先行編を刊行した。

生涯学習部

6 ６月
東広島市太陽光発電設備
の適正な設置等に関する
条例の制定

太陽光発電事業と周辺地域との調和を図るた
め、良好な景観の形成、環境の保全及び災害の
防止を図り、もって市民の安全と安心及び地域
社会の発展に寄与することを目的に条例を制定
した。

生活環境部

7 ８月
平和・非核兵器都市東広
島市宣言４０周年

平和・非核兵器都市東広島市宣言から４０周年
を迎えたことを記念し、東広島市原爆被爆資料
保存推進協議会と共催で「原爆展 Ｐｅａｃｅ
Ｗｅｅｋ」を開催した。
広島新生学園園長　上栗哲男氏とＮＨＫアナウ
ンサー　出山知樹氏の対談をはじめ、様々なイ
ベントを行った。

総務部
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8 ８月
原田康夫氏、山内吉治氏
を名誉市民として顕彰

原田康夫氏（元広島大学長）及び山内吉治氏
（元東広島市教育委員会教育長）を１８人目、
１９人目の東広島市名誉市民として顕彰した。

総務部

9 ９月
マイクロンメモリジャパ
ン（株）が大型投資を発
表

吉川工業団地に立地するマイクロンメモリジャ
パン（株）が約１兆５，０００億円の大型投資
を行い、経済産業省から最大５，３６０億円を
支援することが公表された。また、それに伴
い、９月２２日に次世代学園都市形成推進本部
を発足した。

総務部
産業部

10 １０月
広島大学グローバルラー
ニングセンターの開所

「東広島市と国立大学法人広島大学とのグロー
バル人材育成支援に関する覚書」を締結し、こ
れに合わせて、スズキ株式会社がコーポレート
パートナーとして参画し、新たなグローバル人
材育成拠点「グローバルラーニングセンター
（ＧＬＣ）」が広島大学内に開所した。

総務部

11 １０月
令和７年産かきの大量へ
い死の発生

本市の水産業の中核を担う養殖かきにおいて、
過去に例のない規模のへい死被害が発生した。
影響を受けたかき養殖業者への支援として、１
２月からクラウドファンディング型ふるさと納
税を実施し、全国の応援の声を届けるととも
に、事業の継続を支え、安心して漁業が営める
環境づくりを実施した。

産業部

12 １１月
住所変更手続きの「書か
ない窓口」の開始

住所変更に伴う異動手続きで、職員が申請内容
を聴き取りながらシステムにて申請書を作成す
る「書かない窓口」を開始した。運用開始に伴
い、市民課の窓口のリニューアルをおこなっ
た。

総務部
生活環境部

13 １１月
ＩＷＣ２０２６「ＳＡＫ
Ｅ部門」ひろしま開催に
係る基本合意書を締結

広島県酒造組合、広島県、東広島市を含む関係
市町で構成されるＩＷＣ２０２６「ＳＡＫＥ部
門」ひろしま実行委員会と、ＩＷＣ　Ｅｖｅｎ
ｔｓ　Ｌｉｍｉｔｅｄ（英国）との間で、世界
最大級の酒類品評会であるＩｎｔｅｒｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｗｉｎｅ　Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ「Ｓ
ＡＫＥ部門」を令和８年５月に東広島市におい
て共同開催することについて、基本合意書を締
結した。

産業部


